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担当高橋

過去に出題された語句は赤くしてあります

０２１

価値中立性(価値自由性)

現代政治学(≒政治科学)の特徴で、事実と規範を分離し、価値から距離を置いた客観的な視点で事実を優先的に考察しようとすること。マックス・ウェーバーが提唱。

経験論

政治哲学、政治イデオロギーが用いる演繹的推論に対して現代政治学が用いる、複数の具体的・個別的な事実にもとづいて普遍的・一般的結論を導こうとする立場。帰納的推論。
学際性

現代政治学の特徴で、政治学は哲学から分かれたために科学としての経験的な性質が欠けることから、扱う対象を幅広くすることを目指すこと。
０２２

行動論主義
1950年代アメリカにおいて大旋風を巻き起こした政治的立場で、規範性、イデオロギーをどうしても捨てきれない従来の政治学に対し、人間観察に基づいて帰納的推論を重ねて一般的結論を導こうとした。
ポスト行動論主義

1970年代後半に生まれた、行動論主義を批判する、新制度論を掲げる政治学的立場。保守派は、人間の自由な意志、合理的選択を縛る制度を見落としているという観点から、リベラル派は制度の歴史的意味・普遍的価値を考察すべきだという観点から行動論主義を批判し、両者とも制度を重視する。
１１０

利益関心
意志決定の理論における概念のひとつで、自分にとって具体的に得になるもの、注意や関心をひきつけるもの。人間はこれによって意志決定、合理的選択を行っている。
１１２

自己決定的人間

ジョン・ロックに代表される近代的人間観で、人間は絶対者である神に導かれる存在だとするそれまでのキリスト教的人間観に対して、人間は過ちを犯しうるがそれを正す理性を持っており、神から独立した判断によって行動することができるとする。
１１３
行動と制度(こういう聞き方はまずないだろうけど一応)

現在の制度とは過去の多数の行動によって長期的に形成された定型化された行動様式であり、現在の行動を短期的に拘束する。

新自由主義
国家による管理や裁量的政策を廃すことで近代の福祉国家の改革を目指す、２０世紀に現れた右派で、福祉国家以前の状態に戻すという意味で新保守主義とも呼ばれる。

１２０影響力
影響力の度合い

感情、態度を含めた人間の行動、決定、選択を変えることのできる程度、度合い。

範囲・領域　domain
意志決定の理論のうちの影響力の理論において、ある影響力がどのような、あるいはどれほどの人を対象とするかを指す概念。

範囲　　　　scope

意志決定の理論のうちの影響力の理論において、ある影響力がどのような点、分野に関して行使されるかを指す概念。ある学者が自分の専門外の事柄に関して言及、主張するといった、すりかえが起こりやすい。

政治資源

意志決定の理論のうちの影響力の理論において、影響力を行使するための手段を指す概念で、武力という物理的強制力や財産といった経済的手段などがある。行使者あるいは行為者間の関係によって異なりうる。

確実性
意志決定の理論のうちの影響力の理論において、影響力がどれほどその対象者に伝わるかを指す概念で、個人差がある。
１２２

潜在的影響力

影響力の理論に含まれる概念で、現在は行使されていないが、いつでも行使されうる影響力のこと。

権力

影響力の理論に含まれる概念で、あるアクターに対して価値剥奪をする力。武力や暴力といった実力に裏打ちされた、人を支配する力のことである。

強制

影響力の理論に含まれる概念で、影響力を受ける者が従おうと従うまいと価値剥奪をすること。

権威

影響力の理論において、ある影響力を受ける者が納得して従うことを可能にするもの。権力が暴力、武力といった実力に裏打ちされている一方、権威は強制的な実行力を行使しなくてもその正統性をもって人々を従わせることができる。

正統性

影響力の理論において、影響力を受ける者を納得し従わせる権威にある論理的・心理的根拠のこと。これをもって権威は強制的な実行力を行使せずに人々を従わせることができる。国家、政府の存在根拠といえる。

１２３

実体的権力観
17世紀の力学の発達を受けて、権力とは同意・不同意に関係なく物理的・具体的に人々を支配する力で、理性を超えたものであるとの認識。権力の基礎となるのは軍事力、血統、法律、カリスマ、富などが挙げられる。影響力の理論が生まれる以前の考え。

機能的権力観

権力とは人と人の間に働くひとつの関係だとする考え。行動論革命から生じた大衆主義を受けて、一部の人間にしかないリーダーシップではなく誰もがそれなりに持つもの、すなわち影響力の考察を試みた。

１２４

構造的権力観
社会において実際に影響力を持つのはミルズの言うパワーエリートと呼ばれる一部の権力を持った人間だけで、権力とは人と人との間の関係ではなく構造的で固定化されたものであるとする考え。機能的権力観を批判した。

（影響力とかいって聞こえよくしてるだけ！結局、権力＝がっちり固定　のことででしょ！という批判）

相互作用論 interactionalism

機能的であるとは、ある行為（action）に対する反作用(reaction)も考慮に入れるべきだという考えで、影響力の理論が重視する機能的権力観を批判した。
